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日本麻酔科学会における産科麻酔に関する基本的な考え方 

 

1．日本麻酔科学会は、「日本の急性期医療の安全に責任を持つ」ことを使命と考え

ております。 

2．現在、Labor analgesia:分娩時鎮痛（無痛分娩）に対する国民の関心と期待が高ま

っていることを、私たちは重要な医療的・社会的動向として認識しています。これを急

性期医療の安全管理の一環と位置づけ、安全な周産期医療の提供に向けて、関係

各部門と連携し、積極的に取り組んでまいります。 

3．こうした取り組みは、心疾患や脳血管疾患などを合併するハイリスク妊婦に対する

医療だけでなく、健康な妊婦が希望する分娩時の鎮痛も含め、すべての妊婦を対象

としています。 

4．日本麻酔科学会は、安全で質の高い分娩時鎮痛を含む周産期医療が、地域に関

わらず提供されるべきであるという理念を持っています。一方で、現時点では地域間

や施設間における体制や人員の差が存在することも十分に認識しています。そのた

め、当面は地域や施設の実情に応じた対応を尊重しつつ、将来的な体制整備に向け

た議論と支援を進めてまいります。 

5．安全な分娩時鎮痛の実現には、麻酔科医のみならず、産科医、助産師をはじめと

した多職種との協調が不可欠です。当学会は、相互の専門性を尊重し、協働する姿

勢を重視しています。 

6．分娩時鎮痛という麻酔行為を安全に提供するために、日本周産期麻酔科学会、

日本産科麻酔学会、ならびに無痛分娩関係学会・団体連絡協議会（JALA）と連携

し、今後も建設的な議論を重ねてまいります。 

 


